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雪に挑む190万都市̶北海道札幌市

国土交通省が公開している「国土数値情報」から「平年値メッシュ」を取り出してみた（図1）。支
し
笏
こつ

湖から千歳空港付近にかけての分水嶺の標高は，わずか20mほどしかないが，冬の気候も，この付
近で「日本海側」と「太平洋側」にはっきりと分かれることが確認できる。
日本海側に位置する札幌市の人口は約193万人（2012 年12月現在）である。北海道の人口は

減少しているが，札幌市の人口は増加の一途をたどっている。12月の積雪の平年値は130cmだが，
2012年の積雪は12月25日時点で既に199cmに達している。
郊外の宅地化に伴い，雪捨て場として使う空き地の確保が年々困難になる一方，長引く不況と公共

事業の縮小で，除雪・排雪作業の担い手だった建設業者の廃業が相次いでいる。除雪後に排雪されず，
道路の両脇にうずたかく積み上がった雪の山や，ロードヒーティング面と雪面との段差などは，市民の
安全を脅かす身近な脅威である（写真1・2）。
市では，2009 年に「冬のみちづくりプラン」を策定した。これまで，行政のサービスとして大規模

かつ広範囲に行ってきた除雪・運搬を幹線道路や通学路等に重点化し，生活道路等，身近な地域の除
雪を住民の共助に委ねていく試みである（図3）。
除雪車や排雪場，ボランティアの最適配置や協働のためのルール作りなど，この地域ならではの問

題意識を踏まえた教育事例が蓄積され，発信されていくことを期待したい。

図1　最大積雪量（緑：100cm台，黄：200cm台，白：300cm台，赤：400cm以上）
国土数値情報「平年値メッシュ」より作成　
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図2　最大積雪量 平面図
（国土数値情報から「MANDARA」で作図）

写真1・2　歩道脇に積み上げられた雪と除排雪作業
（2012年12月　札幌市内にて）

図3　札幌市「冬のみちづくりプラン」概念図（札幌市建設局雪対策室計画課）
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